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まず初めに

✔間違いなく行って良かった

✔新鮮で刺激的な、収穫に満ちた1カ月



概要

✔期間 2019年1月14日～2月8日

✔研修先 University of Vermont Medical Center 

Surgical Pathology

✔内容 複数科で見学を中心に、問診、診察に参加

✔メンバー 自分、川崎医大1人、金沢医大1人



University of Vermont 

✔人口約60万人の小さな州

✔1791年創立
学生数約12000人の州立大学

✔提携するmedical center
100万人の医療圏
病床数 562床
医師数 800人



木田正俊 先生

金沢医科大学医学部４年生時に渡米
現地のcollegeを卒業しmedical schoolへ進学
病理医としていくつかの大学を経て、
バーモント大学医学部のSurgical pathologyの教授に就任

Never Give Up!!

後悔したくない



Pathology

✔臨床病理学、中央検査部が含まれている
✔診断病理、病理解剖、法医解剖、輸血部、細菌培養…



Pulmonary Medicine

✔David Kaminskyの外来見学

✔喘息・COPDが専門

✔時間の余裕 1人３０分

✔和やかな会話



Oncology

✔外来見学
✔呼吸器、乳腺、泌尿器系、消化器…
✔米国では腫瘍内科が普及



Internal Medicine

✔病棟チームに参加

リーダー、レジデント、学生

✔症例レクチャー、ラウンド、ティーチング

✔学生、レジデントの役割が大きい



Clinical Simulation Labolatory

✔病院内を完全再現（大きさ、色、配置）
✔超実践的なシミュレーション
✔年間8500人が利用



その他施設

✔患者さんが勉強できるスペース

✔大学内にはスケートリンク、

室内トラックなど充実



生活

✔生活圏は便利

スーパー、レストランが多い

✔寒いけど意外と大丈夫

-10~18℃

✔街の人も皆優しいです

差別されて苦しんだりはしません



週末旅行



気付き

✔学生、レジデントの自立度が高い

✔毎日何かしらのレクチャーがあり教育的な環境

✔シミュレーションを重要視、実践を意識

✔個々人の貪欲さ

✔国際交流センターの有難み
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